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論文の内容の要旨
　チタン酸ストロンチウム（SrTi03），チタン酸バリウム（BaT103）は，ペロブスカイト型遷移金属酸化物の典
型であり，表面の触媒作用でよく知られた物質である。近年は高温超伝導物質のエピタキシャル成長の基盤とし
ても注目されている。
　本論文では，超高真空中で加熱したSrTi03の（100）と（m）表面の電子状態，表面構造を紫外光電子分光，
X線光電子分光，低速電子線回折，走査トンネル顕微鏡を用いて，表面酸素欠損による電子ドーピングや表面組
成，表面構造の変化とそれに伴う電子状態の変化を詳細に研究した。その結果，加熱により温度に依存した周期
をもつ酸素欠損Ti02のマイクロファセット表面が形成され，同時に電子状態も変化することが明らかにされた。
BaTi03についても同様に，Ti3斗一酸素欠損複合体の存在が示された。また酸素2p価電子状態を角度分解光電
子分光法で調べ，そのエネルギー分散を決定し，理論的予測を支持する結果を得た。
　SrTi03は酸素欠損のほかにSrのLa置換によっても電子ドープされ金属状態となる。本論文では，
LaxSr1．xTi03単結晶を超高真空中で低温努開する方法で試料作製し，光電子分光測定を行った。これにより，
従来のファイリング試料を用いた研究に比較してより信頼性の高い電子状態の情報を得た。電子ドープにより生
じる電子状態は，1電子近似のバンド計算の予測と異なり多電子効果の重要性を示唆するものであった。また，
バンド計算から得られる状態密度に多電子効果による自己エネルギー補正を取り入れて実験結果を再現すること
ができた。La置換量の少ないバンド絶縁体近傍の電子状態とLa置換量の大きいモット絶縁体近傍の電子状態の
相違を明らかにした。
審査の結果の要旨
　本論文はS．Ti03の表面電子状態，表面構造を多様な表面測定手段で研究し，その性質を明らかにしたもので
ありSrTi03が高温超伝導物質のエピタキシャル成長の基板として重要な位置をしめていることから，基礎，応
用の両面で重要な研究といえる。これまで（ユOO）表面の研究は多くあるが，（ユユO）表面の系統的な研究は本論
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文が初めてである。特に，超高真空中加熱により温度に依存した周期をもつ酸素欠損Ti02マイクロファセット
表面が形成され，同時に電子状態も変化することを明らかにできたことは高く評価される。この成果は今後の
SrTi03基板を用いる高温超伝導物質のエピタキシャル成長の研究に大きく貢献するものである。
　遷移金属酸化物は電子相関の大きな系として盛んに研究されている物質であるが，これまでの光電子分光の研
究ではファイリングした試料が用いられており，酸素欠損の導入等のおそれが多く，結果の再現性に問題があっ
た。著者はこの難点を，LaxSr1．xTi03単結晶を低温，超高真空で努開することによ克服し再現性のよい信頼で
きる結果を得ている。本論文で著者が明らかにしたLa置換量の少ないバンド絶縁体近傍の電子状態とLa置換量
の大きいモット絶縁体近傍の電子状態の相違は，遷移金属酸化物の電子状態に新しい知見を与えたものとして高
く言平イ面されるo
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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